
 
   

編集長のつぶやき                 近頃の話題の２Ｋは、そう米と熊です。その熊がエサを

求めて山を下りて来て、玄関を開けたら鉢合わせ、散歩中に遭遇、そんなニュースを毎日のよ

うに聞く。今年亡くなった方は過去最多の１３人（11 月５日現在）となった。熊の出没は亘

理町も他人事とは言えない。対策は専門家に任せるとして、私たちは単独行動を避け、熊鈴、

ラジオ、熊スプレーか。目撃情報のある地区では命を守るヘルメットも備えたい。 

東部まち協は、住民の皆さまのための団体です。こんなことをしてほしい、あんなことはど

うか…など、お声をお寄せください（佐々木） 

 

 

      ここは江戸時代の末に山形県 

     村山地方の人が桔梗ヶ原、曽根 

     と呼ばれた一帯を開墾した所で 

す。一行が東街道を通っていた 

ときに浜の方角に大きな一本松 

を見ました。そこは農業に適し 

ているだろうと、亘理伊達家に 

願い出て開墾が始まりました。 

その方法は、一帯の高いところ 

に家を建てて周囲に土手を巡ら 

せて飛砂を防ぎ、低い所の土を 

高い所に積み上げ、低い所は田 

に、高い所は畑にしたのです。その功により山本姓をいただき、更に開墾に力を尽く 

しました。 
             

             初めに、地区の中ほどに一本の道を作り、道の西側を 

山本家とその一族縁者に、東側を他の入植者の土地にし 

ました。明治の中頃には逢隈や荒浜、玉浦からも移住者 

が続き、集落が形作られました。区名の一本松の痕跡は 

地区の中ほどのお堂の脇にあります。生業の中心は農業 

でしたが、養蚕に力を入れた時期もありました。 

区の東側をＪＲ常磐線と常磐道が通ります。あの 

東日本大震災では常磐道が津波の勢いを弱め、多く 

の家は床下浸水にとどまりました。震災復興の一環 

として、地区内に戸建ての住宅が建てられ、新規の 

住民が増えました。また、区に隣接し大規模なイチ 

ゴ団地も作られました。 

区内にある吉田中学校は、町の学校再編計画によ 

り令和１０年３月に閉校し、生徒たちは４月に新た 

に開校する亘理中学校に通うことになります。吉田中学校では、これまでの歩みを記録しよう

と、生徒、先生方、地区住民が一体となり、地域の特性を生かし、愛されながら閉校していく

ための取り組みを進めようとしています。 

 （参考「郷土わたり」 絵の作成には吉田中学校のご協力をいただきました。） 

 絵と文 佐々木 寛 

 

 

 

 

                    

 

 

 

 

 

 

 

 

      

    

 

 

 

 

 

 

 

 

発行日 令和７年 12 月 １日 

編 集 吉田東部地区まちづくり協議会 

住 所 亘理町吉田字大塚 185 

電 話 0223-36-8831 

F A X  0223-36-8832 

E mail  yosidas@town.watari.miyagi.jp 

発行責任者 会長 福本 眞 

 ９月６日（土）太陽がまぶしく、きれいな青空が広がるこの日、地域や各団体の方々１７７人

が吉田浜海岸に大集合し、清掃活動を行いました。砂浜には、プラスチック製品やビン・缶・漁

具類の他に、漂着した流木や木片が多くみられ、集まったゴミは過去最多となり、現地に残した

大型の流木を除いても７２０㎏に達しました。これからも皆さまのご協力をいただきながら定期

的に海岸の美化活動に取り組み、大好きな鳴り砂の浜の環境保全に努めたいと思います。 
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 季節が秋から冬に変わってくると、気象情報などには「放射冷却により冷え込みが厳しくなり

ます」という表現が聞かれるようになります。 
  

ここで放射冷却について、簡単に説明します。図１は地表面付近の熱の出入りの概念図です。

地表面からは昼夜を問わず表面温度に応じた赤外線を出して熱を放射しています。すなわち、放

射冷却は常に起きています。しかし、上空から太陽の強い熱放射の入射があるので、日中は太陽

熱で昇温し、夜には放射冷却により温度降下することになります。上空に雲があれば太陽からの

熱を遮り、温度上昇を小さくする効果があります。雲は地表からの熱放射も遮りますので、温度

降下を小さくします。また、雲からも地表に向けて熱の放射があり、同様に働きます。 
  

図２は高さに対する気温の分布を表します。一般に、上空ほど温度が低くなります（左図）。 

太陽からの熱の入射がなくなる夜間は、放射冷却で地表の温度は下がる一方で、右図のようにな

り、高さとともに温度が高くなる層が地表付近にできます。これを接地逆転層と呼びます。 

 

ӁƸ 霜は空気中の水蒸気が地表付近の０℃以下の物（植物、構造物、地面など）に触れて、直接氷の 

結晶を作る現象です。接地逆転層の形成により、上層ほど高温になるので、地上１.５ｍで計測され

る気温は３～４℃が降霜の目安になります。風があると地表付近の空気が攪拌されて、接地逆転層

ができにくく、表面の温度低下も小さくなります。また、曇った夜も地表面の温度低下は小さくな

るので、結果として霜は風のない晴れた夜によく形成されることになります。そして、冒頭に書い

たような表現と結びついて、風のない晴れた夜には霜注意報が発表されて、霜害予防が呼びかけら

れることになります。茶畑などでよくみられる防霜扇は、人工的な風で接地逆転層の発達を小さく

して、霜から茶の新芽を守る工夫です。 
  

下表は仙台の雪、霜、氷のそれぞれの期間の平年値です。観測機器の発達により、目視に頼る初

霜などの観測は２０２４年春から行われなくなりました。（三品記） 

図１ 地表面付近の熱収支         図２ 気温の高さ分布と接地逆転層 

  

要 素 
雪 霜 氷 

初日～終日 初日～終日 初日～終日 

統計期間 1991～2020（３０年間） 

月 ／ 日 11/17～４/９ 11/14～４/７ 11/23～４/３ 

 

（気象庁） 


